202３年５月吉日

（一社）長野県測量設計業協会　御中
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建設メディア事業部　担当／伊藤
長野県長野市南県町686-8
TEL026-234-111９
新建新聞社オンラインセミナー第２７弾　
建設ミライセミナー砂防ICT編
～土砂洪水氾濫対策やDXなど砂防分野の最新トピックスを解説！～
ご共催および共催名義の使用についてのご依頼
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて、長野県内で建設専門紙を発行する「新建新聞社」は、202３年５月３１日にオンラインセミナー形式で建設関連産業の技術者を対象に『建設ミライセミナー橋梁新技術活用編』を開催する予定です。本セミナーでは、砂防分野における災害対策の最新状況と、現場生産性向上をテーマに官民の取り組み紹介と現場事例について発表いただきます。土木技術者に現場知識を身に着け、事例について学べる内容をお届けしたいと考えております。
つきましては、本セミナーの開催趣旨をご理解賜り、ご共催を賜りたくお願い申し上げます。
セミナーの詳細については、下記の内容をご高覧いただき、ご検討のほど重ねてお願い申し上げます。
敬具
記
■開催日／２０２３年５月３１日　水曜日　１３：0０～１７：００（予定）
■開催場所／オンラインセミナー（配信会場：JA長野県ビル１２I）　
■参加費／①聴講料：無料
　　　②継続学習制度【CPDSユニット/設計CPD単位】希望者：申請代行手数料５，５００円
■定員／３００人を予定　５月２９日１５時締め切り　■申込み：弊社WEBページより申込み
■対象者／建設関連企業の技術者など　■研修レベル　初・中級
■目的／官民の情報共有　技術者の研鑽と資質向上
■主催・共催／主催：新建新聞社　共催：（一社）長野県測量設計業協会
■後援／一般社団法人全国建設業協会　
■協賛／最大１社
■依頼事項／本セミナーへのご共催と名義使用について

■担当者・問い合わせ／株式会社新建新聞社　長野県長野市南県町686-8 　
電話：TEL 026-234-111９　担当：建設メディア事業部　イベント＆セミナーチーム　伊藤尚史
（添付資料）
新建新聞社オンラインセミナー第２７弾　
建設ミライセミナー砂防ICT編
～土砂洪水氾濫対策やDXなど砂防分野の最新トピックスを解説！～
【開催概要】
■開催日／２０２３年５月３１日　水曜日（予定）
■開催場所／オンラインセミナー（ZOOMミーティングにて配信）
■参加費／聴講料：無料　　※継続学習制度CPDS/設計CPD単位希望者の申請代行の費用:５５００円（税込）
■定員／３００人を予定
■対象者／自治体・建設関連企業の技術者、経営者など
■目的／官民の情報共有　新技術の情報共有　技術者の研鑽と資質向上
■主催・共催／新建新聞社/一般社団法人長野県測量設計業協会
■後援／一般社団法人全国建設業協会　ほか
■協賛／最大２社
プログラムとタイムスケジュール

ZOOM入室開始12：20※CPDSをご希望されている方は12:50までにご入室ください。

開会13:00

Session 1

■ 13:10 〜 14：10 

『砂防行政に係る最近の話題』

国土交通省　水管理・国土保全局　砂防部　保全課　土砂・洪水氾濫対策官 熊澤 至朗氏 

気候変動等の影響により土砂災害の激甚化・頻発化が懸念される中、砂防分野における流域治水やDXの取組など、いのちとくらしを守る砂防分野の取組について紹介する。 

Session２

■ 14：20〜 15：20
『国内初となる災害現場における砂防堰堤自動化施工』

鹿島建設株式会社　関西支店赤谷工事事務所 所長 森田 真幸氏 

2011年の斜面深層崩壊以降、3回も斜面再崩壊を繰り返す斜面直下は、危険で人が立ち入ることができず、斜面再崩壊に対する安全性確保と迅速な施工を両立するという課題に対し、新たに開発した自動化施工技術を遠隔操作施工に付加し、国内で初めて災害現場における砂防工事の実施工に適用した。

Session３

■15：35～ 15：55
『砂防工事での、ICT機器を活用した、安全、省力化、生産性向上について』

株式会社テレネット　営業部　大阪営業所　宇都宮 慎氏
ICT機器を使用して、山間部で行う砂防工事における安全性、省力化、生産性向上についてお話しします。

電波環境が悪いなかでも効率的な連絡が取れる「ハザードトーク」と話題のスターリンクとの構成例、NETISに新登録の写真動画共有サービス「ハザードビュー」、災害にも強く基本料不要で3キャリア自動切替されるモバイルルータ「N３アクセス」等、現場で役立つツールをご紹介します。

Session ４

■16：00 ～ 17：00
『砂防工事におけるICTやDXを活用した技術革新への取り組み』

宮川興業株式会社　建設交通事業部 課長代理 宮地 琢哉

工事現場全体のDX化に向け、現場内全体への高速無線LAN の整備や、砂防ソイルセメント専用プラントの遠隔操作などの色々な取り組みを行い、併せてて「高精度で安全な三次元測量の自動化」を目標に自律４足歩行ロボットを導入し、現場管理の効率化だけでなく、安全対策への転用や新たな仕組みの開発などに繋がっている状況について紹介する。
◯受講者の皆様へのお願い

【継続学習制度の受講証明について】
■CPDS：開始時、途中、終了時に、受講者の顔と受講番号が写った画面のスクリーンショットを撮影するほか、申込み時にCPDSユニット取得の希望を募り、リスト化する。事後セミナー事務局にて所属、氏名、番号の入ったリストとスクリーンショットを提出する。ユニットの申請は事務局が一括にて行う。
■設計CPD：申込時にCPDの単位取得の希望を募り、リスト化する。受講者は受講後３営業日までを期限にセミナーアンケート内で、レポート（講義を聞いての気付き、感想、自身の業務に活かしたいことなど。200字目安）を記入し、回答する。事後セミナー事務局にて、所属、氏名の入ったリストと、受講者に送付した領収書の控え、レポートの回答を提出する。その上で受講証明書を受講者に発行する。
※条件を全て充たさない場合は、CPD受講証明書の発行はできません。
■継続単位制度の利用について：当セミナーでは、CPDSあるいは設計CPDいずれか１つのみ、受講を認定致します。重複しての申込みはできません。
